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第２章 浅口市の自然的・社会的状況 

 

第１節 自然的状況 

 

１ 位置と地勢 

本市は岡山県の西南部に位置し、面積 66.46km2 を有し、30～40km 圏域に岡山市、福山市

を有するとともに、倉敷市、笠岡市、里庄町、矢掛町に接し、瀬戸内海に面しています。 

本市の北側には遙照山山系、南側には寄島山地があり、中央部に里見川低地があります。

遙照山山系は流紋岩を主とし、周辺の丘陵は花崗岩よりなります。主要な山としては遙照山、

竹林寺山、阿部山が存在します。竜王山を中心とする寄島山地は大部分が花崗岩や石英閃緑

岩よりなり、北側は丘陵地、南側は急斜面になっており海に面しています。 

里見川低地は里見川が作った低地で、高梁川河口の玉島低地に連なっています。里見川は

玉島湾へ注いでおり、天井川※化しているところも見られます。里見川以外には、鴨方川、

堅川等の河川があります。 

気候は瀬戸内海式気候で温暖少雨です。そのため、過ごしやすく自然条件に恵まれていま

す。 

※天井川：砂や石の堆積により、川床が周辺の平野面よりも高くなった川。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1-1 浅口市の位置図 
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鳥取県 
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２ 気象 

本市内には地域気象観測所が設置されていないため、隣市である笠岡市内の笠岡地域

気象観測所の気象観測値（平年値）を表 2-1-1 に、月別の平均気温と降水量を図 2-1-2

に示しています。 

 

表 2-1-1 笠岡地域気象観測所における気象観測値（平年値） 

地域気象 
観測所 

平均気温 
（℃） 

平均風速 
（m/s） 

最多風向 
日照時間 
（時間） 

降水量 
（mm） 

統計期間 

笠岡 15.5 1.7 北西 2,086.6 1,026.1 
日照時間 1987～2010 
それ以外 1981～2010 

資料：気象庁統計 

 

 

 

 

 

 

図 2-1-2 笠岡地域気象観測所の降水量と気温 

 

 

 

 

 

平年値：平均的な気候状態を表すときの用語で、気象庁では 30 年間の平均値を用い、10 年ごと

に更新している。現在は原則 1981 年～2010 年の 30 年間（観測所によってはこれに満た

ない）の観測値が用いられています。 
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第２節 社会的状況 

 

１ 人口及び世帯数 

本市の人口は図 2-2-1 にみられるように減少傾向にあり、平成 27 年 10 月１日現在の

総人口は、20 年前の平成７年と比較して 11.3％減少（年当たり 0.57％の減少）し

34,235 人となっています。一方で世帯数の増減数は小さく、一世帯当たりの人数は 3.38

人から 2.75 人に減少していて、世帯分離による核家族化がうかがえます。 

年齢階級別にみると、平成 27 年の 15 歳未満の年少人口及び 15 歳以上 65 歳未満の生

産年齢人口の割合は、20 年前の平成７年と比較して減少していますが、65 歳以上の老年

人口の割合は増加しており、少子高齢化が進行しています。 

 

 
各年 10 月１日現在 資料：国勢調査 

図 2-2-1 人口・世帯数・年齢階級別構成比率等の推移 
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２ 産業 

（１）産業別就業者数 

平成 27 年の国勢調査による産業別就業者数（15 歳以上）は、第一次産業が 652 人

（全体の 4.4％）、第二次産業が 4,782 人（同 32.2％）、第三次産業が 9,286 人（同

62.4％）、分類不能が 151 人（同 1.0％）となっています。 

平成 27 年の就業者数を産業大分類別にみると、製造業が 3,781 人（全体の 25.4％）

で最も多く、次いで卸売・小売業の 2,250 人（同 15.1％）、医療福祉の 1,986 人（同

13.4％）、サービス業の 1,567 人（同 10.5％）の順になっています。 

 

 

 

資料：国勢調査 

図 2-2-2 産業別就業者数（15 歳以上） 
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（２）農業及び林業 

① 農家数及び経営耕地面積 

平成 27 年（2015 年）２月１日現在の総農家数は、本市全体で 1,529 戸であり、平

成７年（2,568 戸）と比較して 40.5％ほど減少しています。農家人口は、平成 27 年

が 5,512 人で、平成７年（10,718 人）と比較して 48.6％ほど減少しています。 

経営耕地面積については、平成 27 年が 295 ha で、平成７年（847 ha）と比較して

65.2％ほど減少しています。 

一方、平成 12 年以降調査されている耕作放棄地の面積は、平成 22 年以降で山林化

した農地を「非農地」としたため減少しましたが、農家数の減少とともに、農業従事

者も高齢化しており、耕作できる耕地を縮小することとなり、耕作放棄地は増えてい

くと考えられます。 

   

   

資料：岡山県統計年報 

図 2-2-3 農家数及び経営耕地面積等の推移 

150 144 
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② 森林及び林業 

平成 28 年（2016 年）３月 31 日現在の本市の森林面積は 2,916 ha（29.16 km2）で、

市の総面積(66.46 km2）の 43.9％を占め、このうち森林計画対象森林（国有林・民有

林）は 2,875 ha であり、そのうち 111 ha（3.9％）が人工林です。 

地域森林計画対象民有林の立木の材積は、人工林が 12,860m3、天然林が 223,882m3

であり、森林の成長量は人工林が 508m3で、全体の 51.0％を占めています。 

表 2-2-1 本市の森林面積等（平成 28 年３月 31 日現在） 

区 分 

森林計画対象森林 左欄のうち地域森林計画対象民有林 

面積（㏊） 面積（㏊） 材積（㎥） 
成長量

（㎥） 

人工林 111 (3.9％） 111 12,860 508 

天然林 2,651 （92.2％） 2,587 223,882 488 

その他（竹林等） 113 （ 3.9％） 112 － － 

合 計 2,875 （100.0％） 2,810 236,742 996 

資料：岡山県の森林資源 

（３）工業 

平成 26 年の工業統計調査によれば、本市の製造業の事業所数（従業者４人以上）は

81、従業者数は 2,225 人、製造品出荷額等は 69,114 百万円です。産業中分類別にみる

と、「食料品製造業」「プラスチック製品製造業」「生産用機械器具製造業」などの従業

者数や製造品出荷額等が多くなっています。 

 
 

資料：工業統計調査 

図 2-2-4 工業の推移（従業者４人以上の事業所） 
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表 2-2-2 産業中分類別の状況（従業者４人以上の事業所、平成 26 年６月１日現在） 

区分（産業中分類別） 事業所数 
従業者数 

(人） 

製造品出荷額等 

（万円） 

食料品製造業 17 749 1,329,716 

飲料・たばこ・飼料製造業 3 80 120,061 

繊維工業 9 113 149,422 

家具・装備品製造業 3 18 18,020 

パルプ・紙・紙加工品製造業 2 72 × 

印刷・同関連業 3 19 35,139 

化学工業 1 115 × 

石油製品・石炭製品製造業 1 43 × 

プラスチック製品製造業 14 291 668,861 

窯業・土石製品製造業 2 20 × 

鉄鋼業 1 13 × 

非鉄金属製造業 1 13 × 

金属製品製造業 3 37 67,761 

はん用機械器具製造業 1 6 × 

生産用機械器具製造業 10 276 481,826 

業務用機械器具製造業 4 129 3,089,301 

輸送用機械器具製造業 4 218 167,556 

その他の製造業 2 13 × 

合計 81 2,225 6,911,398 

資料：工業統計調査  

〔注〕ｘ：該当数はあるが、統計法により公表されていないもの 
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（４）商業 

平成 26 年 7 月に実施された商業統計調査によれば、本市の商店数は 251、従業者数

は 1,655 人、年間商品販売額は 28,783 百万円となっています。 

経年変化をみると、全国的な傾向ですが、道路網の整備や車社会の進展等により郊外

及び近隣の大型店への購買力の流出が進んでいて、商店数、従業者数及び年間商品販売

額ともに減少傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

資料：商業統計調査 

図 2-2-5 商業の推移 
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３ 土地利用 

平成 27 年（2015 年）１月１日現在の土地利用形態別の民有地面積をみると、山林が

45.1％を占めており、田が 17.3％、畑が 16.3％、宅地が 17.7％、原野が 3.6％となって

います。 

 

 

 

資料：岡山県統計年報 

図 2-2-6 土地利用状況（民有地：平成 27 年 1 月 1 日） 
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４ 交通 

本市の交通網について見ると、鉄道では、ＪＲ山陽本線が東西に走り、金光及び鴨方

の２駅が設置されています。平成 27 年度岡山県統計年報によれば、平成 27 年度の鴨方

駅の１日平均乗車人員は 3,158 人（普通 698 人、定期 2,460 人）であり、ＪＲ山陽線

（北長瀬駅と笠岡駅の間）では笠岡駅の 3,618 人に次いで多くなっています（10 駅中、7

番目）。また、金光駅１日平均乗車人員は 2,413 人（普通 513 人、定期 1,900 人）でした。 

主な道路としては、山陽自動車道、一般国道２号、主要地方道矢掛寄島線、同倉敷笠

岡線が走っており、本市の幹線道路としての役割を担っています。国道及び主要地方道

の道路交通量（平成 27 年秋期観測）は表 2-2-3～4 のとおりであり、一般国道２号で平

日 24 時間交通量が 24,125 台を観測しています。また、平成 22 年の観測値に比較すると、

平成 27 年の観測結果は山陽自動車道の自動車類交通量（平日の 12 時間及び 24 時間）が、

２区間ともに 7％以上増加しています。 

表 2-2-3（1） 平日 24 時間自動車類交通量 

路線名 観測地点名 
H27 自動車類交通量(台) 

H22 H27/H22 
小型車 大型車 合計 

山陽自動車道 
玉島～鴨方 24,953 22,047 47,000 43,549 1.08 

鴨方～笠岡 23,808 22,330 46,138 42,130 1.10 

一般国道 2 号 浅口市金光町大谷 16,457 7,668 24,125 28,962 0.83 

倉敷長浜笠岡線 
倉敷市玉島黒崎 

（浅口市境附近） 
2,003 199 2,202 2,094 1.05 

倉敷長浜笠岡線 浅口市寄島町 2,520 234 2,754 2,458 1.12 

倉敷笠岡線 
倉敷市玉島道口 

（浅口市境より東 300m 附近） 
1,495 96 1,591 1,707 0.93 

倉敷笠岡線 浅口市金光町占見新田 13,168 1,468 14,636 12,614 1.16 

倉敷笠岡線 浅口市鴨方町小坂西 7,703 715 8,418 9,030 0.93 

矢掛寄島線 
矢掛町南山田 

（浅口市境） 
3,060 408 3,468 2,914 1.19 

矢掛寄島線 浅口市鴨方町六条院西 2,804 355 3,159 3,557 0.89 

矢掛寄島線 浅口市寄島町福井 5,636 387 6,023 6,395 0.94 

矢掛寄島線 浅口市鴨方町本庄 235 5 240 377 0.64 

鴨方矢掛線 浅口市鴨方町本庄上名口 2,122 111 2,233 3,022 0.74 

新賀小坂東線 
笠岡市尾坂 

（浅口市境附近） 
5,224 935 6,159 5,485 1.12 

東安倉鴨方線 浅口市鴨方町六条院中 2,719 213 2,932 2,719 1.08 

里庄地頭上線 浅口市鴨方町本庄山ノ神 289 14 303 357 0.85 

寄島笠岡線 浅口市寄島町 878 46 924 1,045 0.88 
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表 2-2-3（2） 平日 24 時間自動車類交通量 

路線名 観測地点名 
H27 自動車類交通量(台) 

H22 H27/H22 
小型車 大型車 合計 

玉島黒崎金光線 浅口市金光町大谷 491 12 503 573 0.88 

六条院東里庄線 浅口市鴨方町六条院西 151 1 152  180 0.84 

六条院東里庄線 
浅口市鴨方町六条院西 

（勝田ハーネス前附近） 
3,418 403 3,821 4,120 0.93 

 

表 2-2-4 平日 12 時間自動車類交通量 

路線名 観測地点名 
H27 自動車類交通量(台) 

H22 H27/H22 
小型車 大型車 合計 

山陽自動車道 
玉島～鴨方 19,638 9,485 29,123 27,338 1.07 

鴨方～笠岡 18,660 9,660 28,320 25,950 1.09 

一般国道 2 号 浅口市金光町大谷 11,067 4,010 15,077 18,685 0.81 

倉敷長浜笠岡線 
倉敷市玉島黒崎 

（浅口市境附近） 
1,616 65 1,681 1,675 1.00 

倉敷長浜笠岡線 浅口市寄島町 2,043 92 2,135 1,966 1.09 

倉敷笠岡線 
倉敷市玉島道口 

（浅口市境より東 300m 附近） 
1,224 9 1,233 1,377 0.90 

倉敷笠岡線 浅口市金光町占見新田 10,513 833 11,346 10.091 1.12 

倉敷笠岡線 浅口市鴨方町小坂西 6,020 605 6,625 7,224 0.92 

矢掛寄島線 
矢掛町南山田 

（浅口市境） 
2,473 258 2,731 2,331 1.17 

矢掛寄島線 浅口市鴨方町六条院西 2,260 208 2,468 2,715 0.91 

矢掛寄島線 浅口市寄島町福井 4,633 329 4,962 5,110 0.97 

矢掛寄島線 浅口市鴨方町本庄 207 2 209 304 0.69 

鴨方矢掛線 浅口市鴨方町本庄上名口 1,746 12 1,758 2,437 0.72 

新賀小坂東線 
笠岡市尾坂 

（浅口市境附近） 
4,227 700 4,927 4,423 1.11 

東安倉鴨方線 浅口市鴨方町六条院中 2,223 68 2,291 2,175 1.05 

里庄地頭上線 浅口市鴨方町本庄山ノ神 255 11 266 288 0.92 

寄島笠岡線 浅口市寄島町 749 21 770 836 0.92 

玉島黒崎金光線 浅口市金光町大谷 427 3 430 458 0.94 

六条院東里庄線 浅口市鴨方町六条院西 137 0 137 144 0.95 

六条院東里庄線 
浅口市鴨方町六条院西 

（岡田ハーネス前附近） 
2,803 254 3,057 3,296 0.93 

資料：平成 27 年度道路交通センサス（国土交通省） 
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表 2-2-5 平日 24 時間自動車類交通量 

路線名 
観測地点名 

（図の№） 

H22 自動車類交通量(台) 
H17 H22/H17 

小型車 大型車 合計 

山陽自動車道 

玉島 IC～鴨方 IC 間 ① 22,200 21,349 43,549 37,199 1.17 

鴨方 IC～笠岡 IC 間 ② 20,637 21,493 42,130 35,929 1.17 

一般国道 2 号 
鴨方町六条院中字

柳原 
③ 18,255 10,707 28,962 26,550 1.09 

(主)矢掛寄島線 寄島町福井 ④ 5,960 435 6,395 6,760 0.95 

 

表 2-2-6 平日 12 時間自動車類交通量 

路線名 
観測地点名 

（図の№） 

H22 自動車類交通量(台) 
H17 H22/H17 

小型車 大型車 合計 

山陽自動車道 

玉島 IC～鴨方 IC 間 ① 17,678 9,660 27,338 23,533 1.16 

鴨方 IC～笠岡 IC 間 ② 16,274 9,676 25,950 22,434 1.16 

一般国道 2 号 
鴨方町六条院中字

柳原 
③ 13,435 5,250 18,685 17,098 1.09 

(主)矢掛寄島線 寄島町福井 ④ 4,746 364 5,110 5,176 0.99 

〔注〕1.IC はインターチェンジを示す。 

表 2-2-7 平日 12 時間自動車類交通量 

路線名 
観測地点名 

（図の№） 

H22 自動車類交通量(台) 
H17 H22/H17 

小型車 大型車 合計 

(主)倉敷笠岡線 金光町占見新田 ⑤ 9,376 715 10,091 5,724 1.76 

(主)矢掛寄島線 鴨方町地頭上佐古 ⑥ 2,162 169 2,331 2,999 0.78 

一般県道 

南浦金光線 
金光町佐方 ⑦ 443 19 462 3,910 0.12 

一般県道 

東安倉鴨方線 
鴨方町六条院中 ⑧ 2,124 51 2,175 2,673 0.81 

一般県道 

本庄玉島線 
金光町下竹 ⑨ 2,491 328 2,819 4,983 0.57 

一般県道 

鴨方矢掛線 
鴨方町本庄上名口 ⑩ 2,410 27 2,437 2,209 1.10 

一般県道 

新賀小坂東線 

鴨方町小坂東宮ノ

前 
⑪ 3,873 550 4,423 4,025 1.10 

〔注〕1.(主)は主要地方道を示す。 
資料：平成 22 年度道路交通センサス（国土交通省） 
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５ 公共・公益施設 

本市には、学校や福祉施設等の主な公共・公益施設が 25 施設存在します。公共・公益

施設は、市民の文化的な環境を支えるという役割を果たし、また環境保全上配慮すべき

対象にもなっています。本市にある公共・公益施設のうち、小学校は７施設、中学校は

３施設、福祉施設は６施設、ごみ等処理施設は２施設存在しています（表 2-2-8）。 

 

表 2-2-8 浅口市における主な公共・公益施設の数 

区 分 施設の数 

小学校  7 

中学校 3 

図書館 3 

福祉施設 6 

郷土資料館等 4 

ごみ等処理施設 2 

資料：浅口市資料 

〔注〕○内の数字は表 2-2-5～2-2-7 の観測地点№を示す。 

資料：「おかやまの道路 2011」（岡山県）に加筆して作成。

図 2-2-7 浅口市及びその周辺の自動車類交通量の観測地点 

No

一般国道 

No 主要地方道 

No 一般県道 

No 

高速自動車国道 

１ 

２ 

山陽自動車道 

３ 

４ 

５ 

６ 

７

８ 

９
10 11

一般国道 2 号 

凡例 

浅口市境 
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６ 文化財 

本市にある文化財のうち、県指定の文化財は４件、市指定の文化財は38件、国登録の文化

財は18件あります（表2-2-9）。 

 

表 2-2-9 浅口市にある文化財の数（平成 30 年 1 月末現在） 

指定等 区 分 文化財の数 

県指定 重要文化財 4 

市指定 

有形文化財 21 

民俗文化財 5 

記念物 12 

国登録 有形文化財 18 

資料：浅口市資料及び浅口市教育委員会事務局文化振興課へのヒアリング 

 

 

７ 観光・レクリエーション 

本市には観光施設・公園が10箇所、歴史・文化資源が20箇所、景観資源が７箇所あります

（表2-2-10）。 

 

表 2-2-10 観光・レクリエーション 

分 類 施設数 

観光施設・公園 10 

歴史・文化 20 

景観 7 

資料：浅口市 あさくち観光ガイド     
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８ 生活排水の排出状況 

本市における平成28年度の公共下水道の整備率（住民基本台帳人口に対する公共下水道の

処理人口）は73.3％で、平成24年度～平成28年度の５年間は着実に増加しています。 

（図2-2-8） 

 

資料：公共下水道整備状況（岡山県） 

図 2-2-8  生活排水の処理状況 

 

 

  


